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＜連絡事項＞
・延期していたボイラー配管工事を明日行うことになりました。
　メンタルケア病棟のボイラーの配管から水漏れしており、配管の取替交換を
　行います。それにより、メンタルケア病棟のお風呂が使用できない日があり
　ます。
　10/24（金）1日
　10/24（金）はお湯がでず、お風呂は使用できません。

＜入室状況＞
＜ユニット移動＞
・成田　文夫様～C201　→B103
・風間　和子様～B101　→D208
・甘利　惠子様～B102　→A111
・岩木　君江様～A111（観察室）→B101
・野村　美智子様～C202　→B101（観察室）
・白座　カツ様～D208　→C202

＜部屋移動＞
・川村　和様～B101　→B102

＜患者様連絡事項＞
・野村　美智子様～左上下肢脱力、発熱、痰貯留、意識レベル低下あり。諸検査の結果右心源性脳塞栓症疑い、誤嚥性肺炎所見あり。八戸赤十字病院救急搬送となり、MRIにて詳細検査をする事、1週間出血の様子をみて抗凝固剤投与を検討する方針にて受入れ、退院となる。

・岩木　君江様～柞木田Drより採血・細菌培養検査（喀痰）の指示あり。痰の貯留や排痰できず喀痰培養中止。
食事摂れているため、本日処方された点滴は以降指示も含め中止。

・白座　カツ様～老人保健施設「南山苑」訪問調査施行している。

・三浦　雄作様～家族へ経管栄養意向確認。希望していない。明日診察時主治医へ報告。

・寺井　のり子様～便秘7日目、レシカルボン坐薬使用、反応便あり。

＜食事形態変更＞
・山本　つぎ様～食事中むせ込みあり、今夕～トロミ食変更となる。

＜皮膚科診察情報＞
・久保田　タツ子様～肛門～臀部暗紅色になっている。　一部に表皮剥離局面あり→テラマイシン軟膏+ガーゼ処置、テラマイシン軟膏　1本処方となっている。
・木村　礼子様～ミノマイシン（50）４T　2×朝、夕7日分処方、服薬、同処置
継続の指示あり。

・馬場　雄弘様～①臀部発赤あり→エキザルベ塗布、②右下腿、右踵→テラマイシン軟膏+ガーゼ（浅い表皮剥離）処置施行指示あり。

・立場　哲子様～爪剪り処置施行。同処置継続指示あり。

他処方・処置内容変更なし。

＜田名部Dr診察情報＞
・鈴木 國男様～以前より、酸化マグネシウム服用の希望あり、アローゼン服用拒否の言動あり。10/22処方薬より、アローゼン1P 1×1/寝る前を中止、酸化マグネシウム錠（330）2T 2×1/朝・夕食後に変更となっている。また、リスペリドン内用液（1）1P　夕食後のみに減薬となっている。
・久保田　タツ子様、大久保　和子様、小澤　和子様～臨時薬同内容7日分処方となっている。

							
＜退院支援状況＞
・角濱　千々枝様～老健　しんごう　中屋敷様へ電話。訪問調査の際に処方薬の代替に関して問い合わせ有り。現在処方されている薬で施設で準備できないものがあるため代用できないかを主治医に確認。変更可とのこと。その旨伝えている。受け入れについては確定ではなく、進展あればまた連絡頂けるとの事であった。

＜要注目患者様情報＞	
・甘利　惠子様～ユニット移動後、自室がわからず介入。

・成田　文夫様～ユニット移動後、自室がわからず介入。

・蹴揚　ヒサ様～血圧高値あるが他バイタル著変ない。点滴安全管理のため片手
ミトン継続中。
								
・岩木　君江様～悪心嘔吐なく各食全量摂取。歩行ふらつきあり、B101号室へ転
室し所在確認しつつ、転倒防止に努めていく。

・寺井のり子様～微熱あり、吸痰時痰量多め。静穏。
								
・佐藤　公子様～酸素下良好、バイタル著変ない。点滴安全管理のため片手ミトン継続中。

・三浦　雄作様～血圧140/70mmHg、他バイタルサイン著変無し。ベッド上での体動見られるが点滴トラブル無し。

・小泉　信吉様～体動活発のため9：18不穏時リスパダール内用液0.5mg1包内服している。バイタルサイン異常なし。

・浅坂　智恵子様～対面時口調表情穏やか。不穏さなく経過している。

[bookmark: _GoBack]・藤川　宣昭様～10：30療養環境変更目的にて東病棟Cユニットから南病棟Cユニットへ転入となる。移動後すぐにホールで過ごすことが出来ている。両下腿発赤軽度　西病院の持参軟膏あり。
